
はじめに

本書の目的

　本書は、行政書士試験に最も容易に、かつ、確実に合格するために構成されています。
　このテキストをマスターすれば、最も合理的かつ最短に行政書士試験合格圏に入ることができま
す。

本書の特色・使い方

❶	文章は簡潔に、かつ分かりやすくしました。
　少ない時間で全範囲を勉強するには、楽に読める必要があります。そのため、本書は、なる
べく文章を簡潔に、かつ、分かりやすくしました。

❷	具体例を通じて学習できるようにしました。
　試験において抽象的な知識は不要。むしろ、有害です。そこで、本書は生きた具体例を通じ
て、必要な知識をしっかり身に付けることができるように構成しました。

❸	テキスト内の内容にも重要度を示し、確認のためのチェックボックスを設けました。
▪黄色枠で5つ星マークが記してある箇所は、最重要事項です。テキストの本文中や事項の最
後にポイントとしてまとめてある場合があります。

check	 █ ████★★★★★

▪テキストの本文中の必須学習項目は、黄色以外の色枠で囲み、1～4つの星マークで重要度を
示しています。

★★★★★ check	 █ ████

星マーク１～4つで重要度を表記 チェックボックス

▪必須学習項目に関する参考項目については、同色で下記のように表示しています。

労働者を使用する事業は、その種類・規模に関係なく労働基準法の適用を受けます。

原 則 ★★★★★ check	 █ ████

労働基準法別表第 1 ◣
　労働基準法は事業の種類に関係なく適用されますが、労働時間など一部の規定については、事業の
種類によって特例が設けられています。そこで労働基準法は、「別表第1」において一定の業種の区分
を列挙したうえで、特例の箇所でそれを引用するという形をとっています。

この場合、
「原則」に関する
参考項目です

▪テキスト右ページ上部には、学習日の記録欄を設けました。学習進捗状況などの確認に役立
ててください。

date.1 / date.2 / date.3 / date.4 / date.5 /

▪テキストの各ページの下に「メモ欄」を設けています。� 	
理解しづらい箇所に印をつけたり、メモをとったりする際は、メモ欄にすぐに書き込むので
はなく、まずは付箋に書いてメモ欄に貼りましょう。� 	
この方法で、テキストを汚さずに、気づいたことを一時的に記録します。� 	
次に、学習を進めるうちに不要となった付箋ははがしましょう。付箋をはがすことで、学習
が進んだことを実感できます。� 	
学習が進んでもなお必要な情報を、メモ欄に書き込み、自分だけのオリジナルテキストに仕
上げていきましょう。

❹	難解な法律用語を解説しました。
　法律の勉強をはじめて、最初にぶつかる壁が法律用語の難解さ
です。そこで、難解な法律用語については、分かりやすい解説を
つけました。

語 句 説 明

語句説明 ◣

❺	プラスアルファの知識を掲載しました。
　試験勉強だけでなく、行政書士としての実務にも役立つ情報を
掲載しました。

発展知識 ◣
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はじめに

　テキスト本文に対して、関連する条文がある場合は、その条・項番号を下記のように表記し
ています。

▪40日…衆議院解散後の総選挙〈54条1項〉
▪60日…参議院における法律案議決期間〈59条4項〉

　本書の利用により、一人でも多くの方が行政書士試験に合格されることを、心より切望します。

� フォーサイト　教材開発チーム

学習を始めるにあたっての注意事項

■	学習の仕方
　法律をはじめて学ばれる方は、まず法律用語自体に慣れ親しむ必要があります。
　そこで、本テキストをざっと一通り読んでみてください。その際、分からない術語が出てき
ましたら、各自、国語辞典・漢和辞典で調べてください。
　また、1回目の学習においてはかなりの疑問点が出てきますが、それらの大多数は、2回目
の学習において自然と理解できますので、テキストに？印をつけて先に進んでください。この
段階においては、法律に親しむことが1番の目的です。

❶	 1回目の学習に際しては、問題集をやる必要はありません。まず講義を観ながら、テキスト
を読み、大体の内容が把握できたら、先に進んでください。

❷	 2回目以降の学習においては、問題集・確認テストをしっかりやってください。なお、テキ
ストの中で条文が挙げてありますが、これを六法全書で引く必要はありません。

■	テキスト中の略号について
比較  …… 比較せよ
例 ……… 例
Point  …… ポイント

■	法律の条文表記について
　本テキストでは、条文はテキスト本文と書体を変え、罫線で囲み、区別しやすくしました。

第76条 2項 特別裁判所は、これを設置することができない。

趣 旨 司法権を司法裁判所に統一的に帰属させることによって国民の裁判を受ける権
利を保障しようとした。

第97条 この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の
努力の成果であって、これらの権利は、過去幾多の試練に堪へ、現在及び将来
の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである。

基本的人権の本質 ★★★★★ check	 █ ████
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　憲法は、その国の法体系の根本規範ですので、日本の法律を学ぶ上では必要不可欠の科目
です。
　さらに、行政書士試験における憲法は、例年、5肢択一式問題では5問程度、多肢選択式
問題では1問程度の出題がある分野です。この意味においても、学習は不可欠の分野です。
　なお、憲法の条文は全部で103条しかないことから、比較的学習しやすい分野です。さ
らに、問題の難易度も、近年では多少の難化傾向にあるものの、行政法や民法に比べれば比
較的得点しやすい分野だといえますので、しっかり学習して高得点を目指してください。

憲法の重要性 ◤

前 文

第１章　天 皇

第２章　戦争放棄

いわゆる人権第３章　国民の権利及び義務

いわゆる統治機構

第4章　国 会

第５章　内 閣

第６章　司 法

第７章　財 政

第８章　地方自治

第９章　改 正

第10章　最高法規

憲法の構成 ◤

　憲法の掲げる最高価値である「人権」を、誰よりも一番侵害してきたのは、歴史的にみて、
国家権力（言い換えると国家権力を濫用した権力者）です。
　法律の世界では、この歴史的事実を踏まえて、人権保護のために、国家権力をも縛ること
ができる基本法を創設し、この基本法によって権力をがんじがらめにして濫用ができないよ
うにするというシステムを構築しました。
　このように人権保護のために権力を縛り付けることができる基本法を「憲法」といい、我
が日本国憲法も同じ趣旨のものです。
　そして、具体的には下図のような構成内容で国民の人権保護を実現しているのです。

憲法の内容 ◤
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よって、憲法のかたちは次のようになります。

中 央 地 方

国民の幸せ

地方自治

第8章

国 会 内 閣 裁判所

第4章 第5章 第6章

国家の
仕組みに
ついて
定めた

最高法規

第10章

改 正

第9章

財 政

第7章

基本的
人権の
明示

第3章

戦争放棄

第2章

天皇に
ついて
定めた

第1章

憲法の
総論

前 文

結 論 ◤

　そもそも憲法は、国民一人一人の幸せを実現することを目的としています。

▼
　この目的を達成するためには

❶	まず、人間が人間として生まれながらにして有する権利（基本的人権）を明らかに
し、このような権利が害されないようにし、

❷	次に、国家の基本的なあり方は、国民一人一人の幸せに重大な影響を及ぼすおそれ
がありますので、国家の基本的な仕組みについて規定することが必要となります。

▼
　一人の人間が巨大な権力を有すると、その権利を濫用し、他の国民の幸せを害する
おそれがありますので、❷については、巨大な国家権限をバラバラにして、権力濫用
が生じないようなシステムを採用しました。

国 会

裁判所 内 閣
きまりに従って政治を行う

きまりをつくる

監視する

考え方 ◤

　我が日本国憲法は、いったいどんなかたちをしているのでしょうか？

設 例 ◤
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明治憲法
（大日本帝国憲法） 日本国憲法

視 点 天皇が一番えらい 国民が一番えらい（国民主権主義）

天 皇 元 首 象 徴

国民の権利

人権規定（臣民の権
利）は存在したが、
「法律による留保」
が付せられており、
法律によっていかよ
うにも制約できる内
容であった。

永久不可侵の基本的人権
新しく保障された人権
❶	公務員の選定、罷免権〈15条〉
❷	国又は地方公共団体に対する賠償請求権
〈17条〉

❸	奴隷的拘束及び苦役からの自由〈18条〉
❹	思想・良心の自由〈19条〉
❺	表現の自由〈21条1項〉
❻	職業選択の自由〈22条1項〉
❼	国籍離脱の自由〈22条2項〉
❽	学問の自由〈23条〉
❾	婚姻の自由・男女の本質的平等〈24条〉

社
会
的
基
本
権
等

❿	生存権〈25条1項〉
⓫	教育を受ける権利〈26条1項〉
⓬	勤労の権利〈27条〉
⓭	労働基本権〈28条〉
⓮	被疑者及び被告人の刑事手続による諸権利
〈31～39条〉

⓯	刑事補償請求権〈40条〉

国 会 天皇の協賛機関 国権の最高機関

内 閣 超然内閣制 議院内閣制

司法権 天皇を代理して行う 裁判所が独立して行う

地方自治 規定なし 住民自治尊重

元 首 主として対外的に国を代表する資格をもつ国家機関

象 徴
抽象的・無形のものを具体的・有形的なものとして表象するもの
例 鳩は平和の象徴

法律による留保
権利を保障するにあたり、「法律の範囲内において」保障するという形式
をとること。つまり、法律によりさえすれば人権はいかようにも制約でき
るという意味であり、その点で国家の人権侵害は容易になされていた。

超然内閣 内閣の進退が議会によってコントロールされない内閣

語句説明 ◣

　明治憲法の分野からの出題可能性は極めて低いので、参考程度の学習で十分です。ただ
し、地方自治の章が、日本国憲法になって初めて憲法上の制度となったということは覚えて
おくとよいでしょう。
　その他の細かい臣民の権利や、日本国憲法になって認められたという権利は特に覚える必
要性はありません。

明治憲法と日本国憲法の学習について ◤
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1-3 明治憲法と日本国憲法の比較


